
 

 [別紙] 

 

奈良高専学寮における新型コロナウイルス感染症対策について 

 

寮務主事 

新型コロナウイルス感染症対策のために本校学寮では開寮に向けて寮生の安全確保と感染被害抑制を

優先に検討してきた結果、下記のような配慮・制限など対応方針を決めました。なお、新型コロナウイ

ルスに関する情報または状況は日々変化しており、それに応じて対応方針も随時更新していきますの

で、寮生の皆さんにおかれましては、対応方針に従い、安全確保と感染被害抑制に努めてください。学

寮における生活は、政府の専門家会議が可能な限り避けてほしい条件として提唱している 3つの条件

（人の密集、換気の悪い密閉空間、近い距離での会話環境）のいずれにも該当してしまいます。従いま

して、このような条件の中においても感染者を出さない、広げないために可能な限りの配慮を行って寮

運営を行って参ります。このためには全寮生の理解と協力が不可欠です。当面の間、制限された生活を

余儀なくされますが、皆さんとまわりの人々の安全を守るために行っておりますので規則の遵守をお願

いします。保護者の皆様におかれましても、今回の安全対策をご理解いただき、寮運営にご協力をお願

いします。 

Ⅰ．寮での生活について 

【基本方針】 

◎ 通常の感染症予防（流水と石けんによる手洗い、アルコールによる手指消毒、うがい、マスク等の

咳エチケット）を徹底してください。 

◎ 当面の間、不要不急の外出は控えてください。 

◎ 外出する場合も人ごみをできるだけ避けるようにしてください。  

◎ 外出時、寮内の移動時においてはできる限りマスクを着用してください。学寮にて購入しているマ

スクは病人対応としてのみ配布しております。また現時点ではマスクの入手の目途はついておりま

せん。ご自宅にあるマスクを持参してください。マスクが切れた場合には、ネットなどで紹介され

ているマスクの作り方＊を参考に、ペーパータオルやハンカチなどを使って自作マスクを作ってき

てください。予備の自作マスクの材料は各自で持参してください。 

◎ 居室は定期的に換気してください。放送などで居室の換気を行うように呼びかけますが、各自で適

宜換気を行うことを心掛けてください。換気の際には窓だけではなく、部屋のドアも少し開けて空

気の流れを作るように行ってください。 

◎ 寮棟に入る時は、手指消毒剤による手指衛生を行ってから入棟してください。寮敷地内に複数箇所

にアルコール消毒液を設置しています。積極的に利用してください。  

◎ 発熱，風邪症状など体調不良が出たら、無理をせず直ちに寮事務へ報告してください。  

 

【日常生活】 

◎ 検温：全員、毎朝夕検温を行います。これは発熱による体調不良者を早期に把握するために行うも

のです。朝は 8:30までに、夕方は 17:30までに各自で検温し、Office365の Formsにて結果を報告

してください。帰寮の際は必ず体温計を持参してください。当面の間、朝食前と夕食前に検温を実

施します。（37.5℃以上ある場合には登校できません）。土日も必ず検温してください。  

◎ 食事：原則、以下に示すような全寮生ローテーション制とします。指定された時間帯で食事を摂っ



 

てください。食堂は入口と窓を開放します。事前に十分に手を洗ってから食堂に入って下さい。食

堂内での喫食人数を 60 席に制限し、十分な間隔をあけて食事ができるようにします。通常、バイ

キングスタイルで提供されているごはん、みそ汁などは、当面の間は盛り付けてあるものを取って

いただく形に変わります。食事中は私語を慎み、短時間で食事を済ませてください。食堂内でのス

マートフォン等の使用は禁止します。食事終了後は速やかに食堂を退室してください。  

食堂ローテーション 

A 班：1年生(27名), 2年生(20名)、B 班：3年生(26 名), 4年生(21名)、C班：5 年生(23名) 

4週目以降は上記ローテーションを繰り返す 

 

◎ 談話室の利用：談話室の利用（学習、談話、飲食などのための滞在）を禁止します。ただし、水道、

冷蔵庫、電子レンジ、トースター、ポットの使用に限り利用を認めます。やむを得ず談話室を利用

する場合は、窓を開けて換気をしつつ、2 名を超えての入室は避け、短時間利用としてください。  

◎ 寮敷地内の移動について：寮敷地内では自室での滞在を原則とし、他の寮棟や他寮生の居室への移

動は禁止します。ただし、食事・入浴・談話室など、生活に必要な移動についてはそれぞれの規則

に従ってください。  

◎ 授業時間内について：始業時間の 9：00 から授業終了時間の 16：15 までの授業時間内は、授業目

的以外の外出を禁止とし、授業が無い場合でも自室で過ごしてください。 

◎ 外出について：原則として、放課後、週末等の外出は自粛してください。不要不急の外出はしない

でください。 

◎ 入浴について：男女とも入場できる人数を制限(男子：12名、女子：5名)したうえでシャワーのみ

とします。1 人あたり 20 分以内（浴室入室時間）の使用とします。男子寮生は以下のローテーシ

ョンで入浴してください。女子寮生はローテーションを組みませんが人数制限を厳守して入浴して

下さい。脱衣所での滞在時間は含めませんが、会話することなく、速やかに退室し、自室へ戻って

ください。 

入浴ローテーション（男子） 

A 班：1年生(21名), 2年生(16名)、B班：3年生(15名), 4年生(17名)、C 班：5年生(18名) 

  
入浴(18:30～21:30) 

1週目 2週目 3週目 

A班 18:30～19:30 19:30～20:30 20:30～21:30 

B班 19:30～20:30 20:30～21:30 18:30～19:30 

C班 20:30～21:30 18:30～19:30 19:30～20:30 

4週目以降は上記ローテーションを繰り返す 

 

 

 
朝食 

（7:50～8:30） 

昼食 

(12:15～13:00) 

夕食(17:30～19:15) 

1週目 2週目 3週目 

A班 7:50～8:10 授業が終わった学生から喫食

する。ただし、食堂が満席の

場合は、食堂の外で距離をと

って待機しておくこと。 

17:30～18:05 18:05～18:40 18:40～19:15 

B班 8:00～8:20 18:05～18:40 18:40～19:15 17:30～18:05 

C班 8:10～8:30 18:40～19:15 17:30～18:05 18:05～18:40 



 

◎ アルバイトについて：今年度は新規のアルバイト願については許可しません。昨年度から許可して

いるアルバイトについても、下記門限の範囲内とします。  

◎ 門限の変更：男女とも 20:00を門限とします。これは、不要不急の外出を控えることが目的となり

ます。特殊事情のある場合にはその都度検討しますので申し出てください。なお、アルバイトによ

る申し出には対応しません。 帰省の際も 20:00 までに学寮へ到着するよう、ご家庭から送り出し

てください。 

◎ 点呼方法：点呼時間（男子：22:00、女子 21:30）は変更ありません。ただし、従来の談話室で点呼

を取る方法はやめて、各自居室前での点呼に変更します。点呼時間になりましたら、各自居室のド

アの前で待機してください。点呼後は速やかに居室に入ってください。  

◎ 体調不良時の対応：臨時で設けた休養室での待機措置をとり、保健室等と連携しながら病院の受診

などを考えます。37.5℃以上の発熱があった場合、または、息苦しさ(呼吸困難)がある場合、強い

だるさ(倦怠感)がある場合は、保護者の迎えを要請したうえで即日帰宅させます。症状が治まるま

で自宅待機をお願い致します。その後の対応につきましては、寮務係へ確認してください。体調不

良などで 2日続いて学校を休んだ場合も保護者の迎えを要請したうえで帰宅させます。 

 

Ⅱ．本校関係者に感染者、濃厚接触者が確認された場合 

【感染者、濃厚接触者が寮関係者（寮生、寮関係教職員）の場合】 

◎ 保健所等の指示を仰ぎ対応します。感染者に対しては、保健所等の指示により行動します。その際，

保健所等には，学生寮におり隔離が難しい状況であることを伝えます。閉寮することになった場合、

感染者以外の寮生は即日帰宅させます。帰宅の手順は以下の通りです。 

感染者以外の寮生は保護者に連絡して、帰宅方法を相談して帰宅してもらいます。遠方で即日の対

応が困難な場合も、寮外で待機し、帰宅できる準備が整い次第帰宅してください。 

 

【感染者が通学生の場合】 

◎ 学校が休校になった場合には閉寮となりますので、寮生は保護者と帰宅方法を相談して即日帰宅

させます。休校にならず、学級閉鎖等で対応する場合には、当該クラスの寮生を即日帰宅させます。

遠方で即日の対応が困難な場合、寮外で待機し、帰宅できる準備が整い次第帰宅してください。 

以上、様々なお願いをいたしますが、これでも完全に安全を確約できないのが実情です。寮生一人ひ

とりがこの感染症への防御策を講じ、絶対に学寮からは感染者を出さないという気持ちで寮生活を送っ

てほしいと思います。学寮の方針に従えない場合は無期限停寮とし、新型コロナウイルス感染症収束後

に復寮させることとします。ご協力をよろしくお願いいたします。  

  なお、この学寮の方針に関しては、前期末まで継続して実施することとします。後期以降は状況に応じ

て適宜変更する場合があります。この件についてご相談やご質問などありましたら、下記までお願いいた

します。 

奈良高専寮務係 0743-55-6035 

 

 ＊キッチンペーパーで簡易マスク 警視庁 

https://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kurashi/saigai/yakudachi/tips/894323445411889152.html 

https://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kurashi/saigai/yakudachi/tips/894323445411889152.html

